
第二期中期事業計画（2025－2027年）

１．倫理委員会：全体 ’25 ’26 ’27

１）倫理委員会内組織構成と関係規程や関係書式等の点検 ○ ◎ ○
２）倫理問題事案等履歴の編集 ◎ ◎
３）士会・協会間連携方法の再構築 ◎ ◎ ○
４）卒前教育関係機関等における倫理向上に向けた支援 ○ ○ ○
５）士会や職場における倫理対応体制整備に向けた支援 ○ ○ ○
６）「協会員＝士会」の進捗と現行倫理規約等との整合性の確認・変更 ○ ○ ○
７）協会事務所内の倫理対応体制整備の進捗確認と支援 ○ ○ ○
８）協会・士会活動におけるハラスメント防止に向けた取り組み ○ ○
９）カスタマーハラスメントの法制化への対応 ○ ○ ○
10）その他の対応 ○ ○ ○



２．教育関連倫理検討係：会員への周知·啓発体制の整備 ’25 ’26 ’27

1）養成施設の倫理に関
する周知啓発と体制整備

(1)養成校教員を対象の研修会開催 ◎

(2)事例集「作業療法士の教育に関する
 倫理とハラスメント」活用

①学生向け教材・資料等の作成・提供 〇 ◎ 〇
②養成校教官向け教材・資料等の
作成・提供 〇 ◎ 〇

(3)実習に関するハラスメントアンケー
 ト実施体制の整備と実施

①教育部の担当課を協力し、「学生
および指導者に対する実習終了後
アンケート」を作成、実施する

◎ 〇 〇

2）実習施設の倫理に関
する周知啓発と体制整備

(1)実習に関するハラスメントアンケー
 ト実施体制の整備と実施（教育部と
 の連携による実施）

①教育部の担当課を協力し、「学生
および指導者に対する実習終了後
アンケート」を作成、実施する

◎ 〇 〇

(2)事例集「作業療法士の教育に関する
 倫理とハラスメント」活用

①実習指導者向け教材・資料等の
作成・提供 〇 ◎ 〇

３．体制整備係：職場や士会における倫理対応の整備 ’25 ’26 ’27

1）職場における倫理対応体制の支援 ○ ○ ○

2）士会・協会の連携による倫理対応体制の構築・運用 ◎ ◎ ◎

3）士会における倫理対応体制整備に資する情報提供 ○ ○ ○

4）地域ごとの士会間情報交換の場の設置 ○ ○

5) 士会との情報交換・情報共有体制(ツール）の検討と構築・運用 ○ ○ ○



５．倫理問題対応係：相談や倫理審査 ’25 ’26 ’27

１）3・4年経過した現行書類検証・見直し ○ ○ ○
２）処分履歴の集積・加工・保存と活用方法の検討・決定・実施 ◎ ○ ○
３）相談履歴の集積・加工・保存と活用方法の検討・決定・実施 ◎ ○ ○

４．広報係：情報提供 ’25 ’26 ’27

1）会員への情報提供
（１）倫理委員会内情報の提供 〇 〇 〇
（２）国等の動向に関する情報の提供 〇 〇 〇

2）士会への情報提供

（１）倫理委員会内情報
（事務処理方法、関係書類など）の提供 〇 〇 〇

（２）国等の動向に関する情報の提供 〇 〇 〇
（３）倫理問題履歴

（倫理事例集、倫理対応事例集など）の提供 〇 〇 〇

3）社会への情報提供 （１）協会の倫理対応体制の紹介 〇 〇 〇
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